
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  各種ＯＤＦによる規格化比較 
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概要 

 ＸＲＤで測定した極点図をＣＴＲソフトウエアで解析を行い、 

   ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸ，ｎｅｗＯＤＦで解析を行っている。 

   ＣＴＲソフトウエアでは規格化が行える。 

   ＬａｂｏＴｅｘは、データ読み込み時、必ず規格化が動作する。 

   ＭＴＥＸは、ｎｏｒｍａｌｉｚｅ（）で規格化が行える。 

   ｎｅｗＯＤＦも規格化が行える。 

     

   上記規格化の比較と、ＯＤＦに及ぼす影響を調べる。 

 

使用するデータ（ＭＴＥＸでｃｕｂｅ８０％作成データ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



規格化を行った場合の各極点図の最大密度比較 

ＣＴＲ 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＭＴＥＸ 

 

ｎｅｗＯＤＦ 

 

   

規格化率が異なっても ODF 解析には影

響しない見かけの Rp%が変わる 



ＣＴＲソフトウエアＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅ 

 各種ＯＤＦからのＥｘｐｏｒｔ極点データをＴＸＴ２に変換するソフトウエアによる 

 規格率比較 ｆ０／ｆ１の計算 

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

 

 

ＭＴＥＸ 

  

  

  

ｎｅｗＯＤＦ 

  

  

  

 

 ＣＴＲ規格率に対する各ＯＤＦソフトウエアの比率 

  

 規格率は本来同一でなければODF解析結果に影響を与えます。 

 ＯＤＦ解析を同一にするにはＣＴＲのＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅの規格化使用で比較可能なります。 



規格化をＣＴＲに統一してＯＤＦ解析後の再計算極点図評価 

入力データ 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＭＴＥＸ 

 

ｎｅｗＯＤＦ 

 

 

 



完全極点図から同様の処理 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

MTEX 

 

ｎｅｗＯＤＦ 

 

 

 不完全極点図から完全極点図を作成されるので、比率が１．０近くになる。 



完全極点図から解析した再計算極点図の規格化比率確認 

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

  

  

ＭＴＥＸ 

  

  

  

ｎｅｗＯＤＦ 

  

  

  

  

  規格化率は改善され問題ありません。 

 

 

 

 



各ＯＤＦ固有の規格化を特殊データで比較（入力データ） 

 

CTR 

 

LaboTex 

 

MTEX 

 

ｎｅｗＯＤＦ 

 

ｎｅｗＯＤＦは異常値を示している。 



ｎｅｗＯＤＦの規格化状態評価 

  

  

  

  

  

 

 

 

ＣＴＲによる｛１１１｝評価  

  

 

MTEXによる｛１１１｝評価 

  

 

ｎｅｗＯＤＦの規格化では極点図の中心部分の評価が異なっている。 

 もし、このように規格化が異なった極点データあったりしたら、ODF解析結果に影響を及ぼす 


